
電磁で政権輩還i

◇外交.安全保障を立て起す! 
～あらゆる体織を整擬し､嚢の蝕立主権国家へ 

◇経済を立て擾す! 
～戦後最大の経済危機を克服し､たしかな成長軌道へ 

◇社会保陸を立て置す! 
～社会保障の総点検で､温かくて公平な社会へ 

◇政治.行政を立て画す! 
～｢決められる政治｣｢国民に奉仕する機能的な政府｣へ 

く〉地域を立て起す! 
～経済語生と雇用回復で､個性と活力ある的域へ 

ぐ〉畠民党を立て彊す! 
～国民から信頼され､共感される自民党へ 

行政敬董
春　闘の給庁の再編と､国･都道府県･市町村の霞複行政の解消を進めます｡

*　過去の規翻緩和の効果を検証し､その績架を踏まえ､糞に国民のためになる規制の党宿しを進めます｡

*　公務霞給与の麗輪の中で必要なのは､ ｢その給与に見合った仕事をしているか番か!という視点です.一

律平等では破く､嚢に国民のために戯く蕾が評価される人語システムの確立を登擬します｡

政治散華～決められない政治からの脱却
*　党綱領がなく政党としての体をなしてい恋い今の与党が｢決められない政治｣に陥った過ちを､決して

繰り返しではなりません.
*　選馨制度の如何にかかわらず､少なくとも｢理念に靂づいた政界南編｣と｢政覚基本法の制定｣の2つは

政治敬輩に不可欠で-B a
*　政界詩編については､次期衆院総選螢後に､自民鴬を中核として､自民党の国家観､新しい綱領や敬謙

の怒本的考え方を共電できる讃員を自民党に迎え入れる形の実現を目指します｡
*　政党は､納税書である国民に対して義務を果たさなければなりません｡綱領制定のほか､党富の選びだ､

憲思決起のシステムの規定､経理の公開の義務づけなどを内容とする政党基本法を制定します｡
*　国会の与野党政随から箱生する｢決められない政治｣とも決別します｡
*　総理の国会による拘束の緩和､劉大匡制度の活用などにより､閻榛の国会対臆の過度の負担を軽減し､

闇益のために陶かせるとともに､国会を本来の政治家同士の議論の場とします｡
*　予箆と予算関連法藁の関係を整理し､軍籍と財源をワンセットで吸うルールを確立La'す｡

*　国民の感欝とかけ離れた政治､劇場型敬治､未熟な政治から胱期します｡

記すて封こ

私は､できる限り多く.自分の冨葉で正副こ国民に怒りかけたいと思います｡このため､街頭演説や謁蓄会
見､メディア出演などを最大限活用します｡
国民を信じない政治家が国民から信用されることなどありえません｡私は勇気と真心をもって真実を罷り

鰍ナることで､国民から信頼される政治を､全易全霊を尽くして実現させます｡
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三年前の政権交代は､民主党に対する支持ではなく､自民常に苅する拒絶感がその本質だった｡これが私

の宙うに苅する反宅削こ基づく基本認識です｡

民主党政権の無残な失脚ま､国家そのものを揺るがしかねない事態を招きました｡しかし自民党は｢国民を
弱した民主党と､それを選んだ国民の霞任だ｣などと害ってはなりません｡なぜ国民がそのよう榔器訳をす

るに至ったのか､私たちは決してそれから目を逸らしてはなりません｡

私たち宙民党は､いつしか国民に対する締れと感激の念を失っていたのではないでしょうか｡

憩法改正､勉政再建.､安全保障政窮や盛業政策の抜本的な寛匿レ･･我々は､諮るべきことを正閏から語ら
ず､先送りにしてはこなかったでしょうがどこで誰が何に悲しみ､何に善しんでいるかを本当に知り､幸を取
り合ってともに涙するIt,を､失ってはいなかったでしょうか｡

国民は､政治も政治家も信じてはいません｡しかし､政治は､政治家は､闇民を信じていたでしょうが｡国民を

信じていない政治が､国民から鰭頼されるはすはありません｡
野におる今こそ､自民党は国民の只感を載り戻すために､大きく変わらな<ではなりません｡今は天が自民
党に与えて下さった最後の機会恋のであり､自民党が新しく生まれ変わることだげが､日本面壁の唯一の適
である､と私は信じます｡

今さえよければいいのではない｡日本さえよければいいのではない｡
政治の使命は､勇気と棄心をもって真実を翳ることにこそあります｡

真実を見極める裏蟄さと､幸いことでも紛えてそれを語る勇気と､国民に共感していただける棄lt､をもっ
た自民党｡

謙虚で､誠実で､丁撃で､温かくて､糞行力のある自民党｡
国会議員や特定の人々のためではなく地鳥や一人一人の国民を大切にする自民党｡

私は皆様と~緒に､そのよう嫡民党を作りたいので'g'B　　　　/そ及在●
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